
第２回「ロータリーの友」地区だより『８月号報告』 

８月は会員増強および拡大月間です 
    
 ２６４０地区ロータリアンの皆様へ 

   暑中お見舞い申し上げますとともに、７月集中豪雨に被災されました方々に

は心よりお見舞い申し上げます。長い梅雨で御座いました。 
   さて皆様、「是非お目通し頂きたい記事」ご案内役 二度目の登場になります。

７月号如何でございましたでしょうか。ところで７月号友愛の広場の記事でご

ざいますが、２６５０地区福井南クラブの市村喜一郎氏の「初めましてＳＣＤ」

この欄のご案内いたしませんでしたが、未だお読みで無い方は是非お目通しお

願いいたします。私ご案内役、拝読させて頂き感銘を受けました、「脊髄小脳変

性症」国指定の難病に遭遇されました市村喜一郎様、早速お見舞いと励ましの

お手紙差し上げましたところ、丁重なるお礼状を頂きました、それを皆様方に

お読みいただきたく、ご本人様のご了解を得ましたのでこの報告書の最後の欄

にてご紹介させて頂きます。 

１、 是非お目通し頂きたい記事「ヨコ組み」 

  表紙の写真は  富永 泰示氏 堺南クラブ 

 １Ｐ ＲＩ会長メッセージ 

    クラブに焦点を 

 ６Ｐ 田辺ＲＣ２００５～０６会長 村上 有司氏 

   一足先に「率先しよう」体験 

 １２Ｐ ＲＩ会員増強.，退会防止委員会委員長 
      クリス・オファー氏に聞きました 

   ロータリーは地域社会に貢献するための楽しい手段  

 １４Ｐ グラフで見るロータリアン数の変遷  

 １５Ｐ マルメ／コペンハーゲン国際大会 ２００６年６月１１～１４日 

      世界の架け橋  

２６Ｐ ２００６～０７年度ＲＩ理事会メンバー紹介  



 ３３Ｐ 掲示板より 例会場変更  
     和歌山ＲＣ ダイワロイネットホテル和歌山 ４階  
 ４４Ｐ～５１Ｐ 

     ロータリーの基本 （日本編） 

 ２  ２６４０地区メンバーの提供した記事「タテ組み」 

  ⑮Ｐ ロータリー  歌壇 

    五月空高野の森にわけいって友と植えゆくロータリーの森 

     和歌山 田辺ＲＣ 村上 有司氏  

     ロータリー  柳壇 

    いつの日かきっと通じる思いやり 

    大阪金剛ＲＣ   井出 俊太郎氏  

  ⑯Ｐ 言いたい聞きたい より 

     コミニケーション能力を高めロータリーを強化する 

    堺おおいずみＲＣ  横山 俊彦氏 

  22Ｐ  ロータリーアットワーク 

     社会奉仕太鼓でワッショイ  羽衣ＲＣ 

      手作り結婚式で祝福    藤井寺ＲＣ 

 30Ｐ  表紙のメッセージ 

京 宇治川「鵜飼」 撮影 富永 泰示氏 堺南ＲＣ  

以上で８月号の是非お目通し頂きたい記事のご案内を終えますが、先に申し

上げました市村喜一郎氏の手紙を掲載いたしますのでこれも是非お読み下さい。 



 
拝復 
 
 梅雨、本番。関西の方はひどい雨だそうですが、こちらの方は空梅雨に近い

状態で毎日晴れ間が覗いています。しかし梅雨には変わりなく蒸し暑い日が続

いています。 
 福井南ＲＣに入会してから１１年、２０００年には幹事を経験し、今回、平

成２０年度の会長を打診されましたが、このときすでに病気が判明していまし

たので残念ながら思い描く活動が出来ないのを理由に辞退申し上げた次第です。 
 そのときにこれから先、閑職につくであろう私を理解していただくために、

週報に載せた雑文が会長の推薦で「ロータリーの友」に載った次第です。 
 これから先、進行していく病に抗ってできることが一つだけ残されていまし

た。それは歌うことを通して奉仕に参加することです。幸いにも当クラブには

１９９８年に「ダンデイー合唱団」が創立され、私はそのときよりメンバーの

一員として参加し、今までいろいろなグループに奉仕の出前をしてきました。 
 このように書くと音楽に造詣の深いメンバーの集まりみたいですが実態は音

符も読めないただ単に歌う事が好きな会員の集まりです、しかし他の会員の名

誉の為にも述べさせていただければ創立当時とは格段に上手になったという評

判をいただいています。 
 年に一度、全国各地より２４～５チームが参加して「全日本ＲＣ親睦合唱祭」

が行われ歌唱力？の向上および親睦に役立っています。来年１３回目は札幌で

開催の予定です。この歌うことを通しての奉仕は私のように身体の一部に支障

があっても参加できます。またこの病気は言語障害も進行しますが歌っている

時は障害が現れませんし、合唱の基本である腹式呼吸も言語療法の一環として

主治医より薦められていて一石二鳥です。このように歌の奉仕活動は優れた特

徴をもっているようです。 
 余談ですが医学界では音楽の治療に対する効果も認められつつあるようです。

特にお年寄りの団体に寄せていただいて唱歌を歌った時、皆様のお顔を拝見し

ているとこちらが却って気分が高揚するようです。 
 歩けなくなるまで、残された時間がどのくらいか解りませんがこの活動を続

けていこうと思っています。最後に予期せぬ励状に感謝しつつ直筆で書くべき

ところを書字困難につきＷＯＲＤを利用しました。ご容赦のほどを。 
 末筆ながらこれからもますます暑くなります。どうぞご自愛ください。 
 
                                 敬具 
平成１８年７月１３日   市村 喜一郎   
 


